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第１ 令和６年度警察予算の編成方針 

 山口県警察では、昨年、「安全・安心な社会の実現」に向けて様々な取組を推

進した結果、Ｇ７広島サミット警備を完遂し、さらには、県民に不安と脅威を及

ぼす重要犯罪を早期に検挙・解決するなど、相当の効果をあげることができまし

た。 

 しかしながら、社会のデジタル化の進展により巧妙化するサイバー犯罪、被害

が後を絶たないうそ電話詐欺、さらには、高齢者が関与する交通死亡事故、大規

模災害への備えなど、対策を講ずるべき治安上の課題は数多くあります。 

 

こうした情勢を踏まえ、令和６年は、 

「県民の期待と信頼に応える強い警察」 

の確立を運営の基本姿勢としつつ、 

「安全・安心な社会の実現」 

をサブタイトルに掲げ、 

１ 犯罪から県民を守る対策の推進 

２ サイバー空間の脅威に対する総合対策の推進 

３ 重要犯罪等の徹底検挙 

４ 組織犯罪対策の推進 

５ 交通死亡事故抑止総合対策の推進 

６ 大規模災害・テロ等緊急事態対策の推進 

を活動重点に、真に県民が安全と安心を実感できるよう、取組を強化することと

しています。 

 

令和６年度の警察予算は、これらの活動重点に基づき、「やまぐち未来維 

新プラン」の３つの維新のうち、 

「産業維新」に係る重点施策 

■ 経済安全保障対策の推進 

「生活維新」に係る重点施策 

■ 犯罪や暴力から県民を守る対策の推進 

■ 地域に密着した安全・安心活動の推進 

■ 交通事故から県民を守る対策の推進 

■ サイバー空間における安心・安全の確保 

■ 社会の変化に対応した捜査力の強化 

に沿って編成しました。 
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第２ 警察予算の概要 

 

 １ 予算の規模 

（単位：千円） 

区   分 

令和６年度 

当初予算額 

(A) 

令和５年度 

当初予算額 

(B) 

前 年 度 比 較 

増減額 

(A)－(B) 

増減率 

(A)／(B) 

警 察 費 38,978,740 36,698,538 2,280,202 6.2％ 

 

 ２ 項目別内訳 

（単位：千円）  

区   分 

令和６年度 

当初予算額 

(A) 

令和５年度 

当初予算額 

(B) 

前 年 度 比 較 

増減額 

(A)－(B) 

増減率 

(A)／(B) 

給 与 費 29,674,370 28,887,718 786,652 2.7％ 

一般行政経費 7,919,980 6,508,821 1,411,159 21.7％ 

施策的経費 11,616 15,330 △3,714 △24.2％ 

県営建築事業費 1,372,774 1,286,669 86,105 6.7％ 

合    計 38,978,740 36,698,538 2,280,202 6.2％ 

 

 ３ 予算の推移 

（単位：千円）  

区   分 
警察費予算 

(当初予算) 
前年度比較 

 

 

 

 

 

 

県 予 算 

(当初予算) 
前年度比較 

令 和 ２ 年 度 38,965,603 2.6％ 674,106,498 △1.7％ 

令 和 ３ 年 度 38,097,208 △2.2％ 752,892,957 11.7％ 

令 和 ４ 年 度 36,564,326 △4.0％ 786,243,803 4.4％ 

令 和 ５ 年 度 36,698,538 0.4％ 794,013,272 1.0％ 

令 和 ６ 年 度 38,978,740 6.2％ 744,020,567 △6.3％ 
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第３ 重点施策の概要 

 

 １ 経済安全保障対策の推進 

 

技術情報流出防止対策推進事業 ＜継続＞ 

県内企業等による技術情報流出防止に向けた取組を支援するため、企業

等を対象としたセミナーを開催し、有識者による講演や警察からの情報提

供等を通じて技術情報流出防止に向けた機運の浸透を図ります。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

  ○ 警察主催のセミナーの開催 

  〇 県内企業等への資料提供 

■ 予算額 

100万円 

 

 

 ２ 犯罪や暴力から県民を守る対策の推進 

 

  ⑴ ストーカー・ＤＶ等の犯罪被害防止対策事業 ＜継続＞ 

ストーカー・ＤＶ等の被害者への支援の充実と被害の未然防止・拡大

防止のための施策のほか、加害者の抱える問題にも着目した対策を推

進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

  ○ カウンセリング等による加害者更生の推進 

  ○ 職員に対する犯罪被害者の心理・心情等に特化した講習の実施 

■ 予算額 

70万3千円 
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⑵ うそ電話詐欺未然防止推進事業 ＜継続＞ 

高齢者等に対する注意喚起や防犯団体と連携した戸別訪問指導の実施

等により、手口が変化するうそ電話詐欺被害の未然防止と更なる防犯力

強化を図ります。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ うそ電話詐欺対策拠点活動（コールセンター）による注意喚起 

 ○ うそ電話詐欺被害防止戸別訪問隊による防犯指導 

 ○ 全世代を対象とした防犯力強化 

 ○ 事業者等と連携した水際対策の強化 

■ 予算額 

591万6千円 

 

⑶ 社会全体で温かく支える犯罪被害者等支援活動  ＜継続＞ 

犯罪や交通事故によって、身体的、精神的又は経済的に被害を受け、

また、不安を感じている犯罪被害者等に対し、相談の受理や刑事手続の

説明等の支援活動及び保護対策を実施するとともに、多くの県民が犯罪

被害者等への理解を深め、社会全体で温かく支える犯罪被害者等支援活

動を推進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 犯罪被害者等に対する情報の提供等 

「被害者の手引」の作成・配付 

○ 犯罪被害者等に対する精神的・経済的支援 

・ 犯罪被害者等に対する臨床心理士によるカウンセリング 

・ 身体犯被害者の医療費に係る公費負担制度 

・ 事情聴取場所及び一時避難場所の借上げ制度 

○ 民間被害者支援団体が培ってきたノウハウを活用した犯罪被害 

者等への支援活動の推進 

・ 電話、面接相談業務及び公判への付添い支援業務等の委託 

・ 中高生を対象とした｢命の大切さを学ぶ教室｣の開催等広報啓 

発業務の委託 

■ 予算額 

1,327万9千円 
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⑷ 少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動  ＜継続＞ 

非行少年の立ち直りを支援し、再非行に走ることを防ぐため、少年サ

ポートセンターによる「体験型共同生活」を実施するほか、深刻化する

ネット問題やいじめ問題等に対応するため、少年安全サポーターによる

非行防止教室の開催や学校への訪問活動等により、児童生徒の非行及び

被害の未然防止対策を推進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 非行少年、被害少年の立ち直り支援活動の推進 

○ 「体験型共同生活」の実施による少年の社会性、協調性及び規

範意識の醸成 

○ 非行防止教室の開催や学校への訪問活動等による児童生徒の非行

及び被害防止対策の推進 

■ 予算額 

3,845万4千円 

 

⑸ ＩＣＴ機器を活用した少年の被害防止対策等推進事業  ＜継続＞ 

通学路など、子供にとって身近な地域で起こりうる被害や交通事故に 

対し、ＶＲ動画やリモート講習など、デジタル技術を活用した防犯・交 

通安全教室等を実施することにより、犯罪被害等を未然に回避できるよ

う自主防犯意識及び交通安全意識の高揚を推進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 学校と協働し、通学路の危険箇所等に係るＶＲ動画の制作 
○ ＶＲゴーグル等を活用した体験型の防犯・交通安全教室を実施 

家庭でも復習できるような体制の整備 
○ リモートによる教育・意見交換会の実施 
○ 動画配信サイトや各種イベントを通じた広報 

■ 予算額 

67万1千円 
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３ 地域に密着した安全・安心活動の推進 

 

⑴ 防府警察署建設事業 ＜継続＞ 

防府市の治安維持拠点施設として、地域の治安情勢を踏まえた効果的

な警察活動の推進、行政サービスの向上と住民の利便性を考慮した防府

警察署の建替え整備を進めます。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○  建設地  防府市寿町 

○ 令和６年度事業 

  基本・実施設計（３か年計画の３年目） 

■ 予算額 

1億2,643万1千円 

 

⑵ 周南警察署建設事業 ＜新規＞ 

    周南地域の治安維持拠点施設として、地域の治安情勢を踏まえた広域

的・効果的な警察活動の推進、行政サービスの向上と住民の利便性を考

慮した周南警察署の建替え整備を進めます。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

 ○ 建設地  周南市遠石 

 ○ 令和６年度事業 

   用地測量、既存建物解体設計、各種事前調査 

■ 予算額 

3,992万2千円 
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⑶ 交番・駐在所整備事業 ＜継続＞ 

老朽化が著しい交番や駐在所については、地域住民の利便性を考慮し

て計画的な施設整備を行い、行政サービスの向上を図ります。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○  交番・駐在所の新築等 

岩国警察署和木交番（設計）、防府警察署牟礼交番（設計）、 

山口南警察署阿知須交番、美祢警察署美東交番、 

萩警察署福井駐在所（設計） 

 〇 連絡所（旧駐在所）の解体  

 山陽小野田警察署梶連絡所 

 〇 用地の購入 

   防府警察署牟礼交番 

■ 予算額 

1億7,580万5千円 

 

⑷ 警察施設照明器具ＬＥＤ化改修事業 ＜継続＞ 

  警察施設の脱炭素化を図るため、照明器具のＬＥＤ化を実施します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 整備場所 警察本部庁舎等 

○ 事業期間 令和５年度～令和７年度 

■ 予算額 

3億276万2千円 
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⑸ 県民の安心を育むパトロール強化活動  ＜継続＞ 

住民からのパトロール要望に応えるため、地域の実態に応じた制服警

察官によるパトロールを強化し、事件・事故の未然防止に努めるととも

に、「あんしんカード」の積極的な活用等により、地域住民が安心して

暮らせる社会の実現を図ります。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 交番相談員配置による地域警察活動の支援 

○ 管内情勢、住民要望を踏まえたパトロール活動の実施 

○ 犯罪実態の分析による犯罪の予防・検挙活動の推進 

○ 「あんしんカード」の効果的な活用 

■ 予算額 

2億2,240万3千円 

  

⑹ 県民生活の安全と平穏を確保する暴力団排除活動  ＜継続＞ 

暴力追放県民大会や講習会等を積極的に開催し、県内における暴力団

排除の気運を更に盛り上げるとともに、暴力団排除条例等を活用した暴

力団との関係遮断対策を強化し、暴力団のいない安全で安心なまちづく

りを推進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容                          

○ 公益財団法人山口県暴力追放運動推進センターの活用 

○ 暴力団対策法に基づく「不当要求防止責任者講習」の開催 

○ 保護対策による暴力団事件被害者等の安全の確保 

■ 予算額 

1,019万7千円 
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 ４ 交通事故から県民を守る対策の推進 
 

⑴ 交通安全県やまぐち推進事業  ＜継続＞ 

交通事故総量の減少と交通死亡事故ゼロを実現するため、高齢者が交

通事故の加害者・被害者とならないための対策と県民への交通ルール・

マナーの普及を推進します。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 高齢者セーフティ事業 

・ 高齢者と関わりの深い山口県シルバー人材センター会員を交

通アンバサダーに任命し、反射材着用の普及を図るなど、高齢

者を主体とした交通事故防止を図り、波及効果で県民全体の交

通安全意識を向上 

・ 交通安全定期診断による高齢ドライバーへの安全運転指導 

・ 運転卒業証制度における運転免許返納後の生活支援の充実を

図り、自主返納しやすい環境づくり 

・ 安全運転サポート車の普及に向けた広報啓発活動 

○ 交通安全マナーアップ推進事業 

 ・ 横断歩道ハンドサイン運動をはじめとする各種取組により、

ドライバーの横断歩行者保護意識の向上を図るとともに、歩行

者の交通ルール遵守を徹底し、横断歩行者被害の交通事故を抑

止  

・ 児童、生徒、教職員等を対象とした交通安全教育 

・ 飲酒運転・妨害運転撲滅に向けたセミナーの開催 

・ スピードダウン推進事業所と更なる連携を図り、速度抑制や

安全速度の維持及びハイビームの活用による交通事故防止対策を推進 

・ 自転車の安全利用と利用者全員のヘルメット着用の徹底 

■ 予算額 

402万9千円 
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⑵ 交通事故防止施設総合整備事業  ＜継続＞ 

高齢者や速度抑制に配意した信号機を整備するほか、通学路等におい

て子供を交通事故から守るための道路標示を整備するなど、各種交通安

全施設の整備を図り、交通事故のない安全で安心なまちづくりを推進し

ます。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ 高齢者対策の推進 

・ 信号灯器のＬＥＤ化 

・ 横断歩道標示、道路標識の高輝度化 

○ 速度抑制対策の推進 

・ 信号機の系統化 

・ 標識標示の整備 

○ 在日米軍再編関連対策 

 ・ 交通安全施設の英語対応 

 ・ 車両用灯器のＬＥＤ化 

・ 道路標識・道路標示の高輝度化 

○ その他の交通安全施設の整備 

 ・ 横断歩道等の高輝度化 

 ・ 歩行者用信号灯器のＬＥＤ化 

・ 信号機電源付加装置の整備 

・ はみ出し禁止ラインの高輝度化 

■ 予算額 

10億3,061万6千円 
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５ サイバー空間における安心・安全の確保 

 

サイバーセキュリティ対策事業 ＜継続＞ 

民間事業者をはじめ、民間のセキュリティ対策を推進する団体等と連携

し、官民一体となった実態把握や広報啓発活動を実施するとともに、最新

の情報通信技術やインターネット上のサービスの動向を踏まえた捜査活動

を行い、サイバー空間の脅威の低減を図ります。 

 

    【事業の概要】 

■ 事業内容 

○ サイバー空間の脅威へ対処するための職員の対処能力向上 

○ 県民に対するサイバーセキュリティ関連の研修及び情報発信 

○ 捜査用資機材の整備 

■ 予算額 

4,436万6千円 

 

 

６ 社会の変化に対応した捜査力の強化 

 

  映像解析等支援システム事業 ＜新規＞ 

警察本部と各警察署を専用閉域網ネットワークで接続し、映像解析等の

迅速化・高度化により捜査力を向上させ、犯罪を早期に検挙・解決し、県

民の安全・安心を確保するとともに、快適に暮らせる社会を実現させます。 

 

  【事業の概要】 

■ 事業内容 

〇 映像解析等業務の迅速化・高度化 

○ 専用閉域網ネットワーク及び映像解析システムの構築 

〇 解析用資機材の整備 

■ 予算額 

1億9,115万3千円 

 



第４　目的別内訳

（単位：千円）

区　　分
令和６年度
当初予算額

主　　な　　事　　業

公安委員会費 99,723

公安委員会運営費
行政処分経費
交通反則金取扱事務費
少年非行防止対策費

警 察 本 部 費 34,811,320

うそ電話詐欺未然防止推進事業
ＩＣＴ機器を活用した少年の被害防止対策等推進事業

技術情報流出防止対策推進事業
庁舎維持等運営経費
職員給与費
退職手当給付費

装 備 費 169,711 警察官等被服調整費

警 察 施 設 費 405,302

防府警察署建設事業
周南警察署建設事業
交番・駐在所整備事業
警察職員住宅維持管理費

運 転 免 許 費 690,705 自動車運転免許事務費

一般警察活動費 582,227
一般警察行政費
留置施設管理運営費
車両・船舶維持管理費

刑 事 警 察 費 268,267 刑事警察活動費

交通指導取締費 1,951,485

交通安全県やまぐち推進事業
交通指導取締費
交通安全対策費
交通事故防止施設総合整備事業

合 計 38,978,740
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